
久島

パト写真

屋久島の植物

屋
久
島
森
林
管
理
署
と
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で

は

、
毎
年

、
夏
休
み
期
間
中
に

増
加
す
る
登
山
者
へ
山
岳
部
で

の
注
意
事
項
や
生
態
系
保
護
に

つ
い
て
呼
び
か
け
を
行
い
な
が

ら
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル

(
林
野
巡

視

)

を
行

っ
て
い
ま
す

。

今
年
は

、
去
る
七
月
二
二
日

に
今
世

紀

最

大

の

「
皆

既

日

食

」
が
屋
久
島
で
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
夏
休
み
に
入

っ
た
一

八
日
頃
か
ら
大
勢
の
来
島
者
が

あ
り

、
ま
た

、
縄
文
杉
を
は
じ

め
と
す
る
山
岳
部
へ
の
登
山
者

も
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
た
め

、
屋
久
島
町
で
は

関
係
機
関
が
協
力
し
て
観
測
地

世

界

自

然

遺

産

地

域

内

の

樹

木

が

損

傷

さ

れ

る

七
月
一
四
日

、
高
盤
岳
付
近

で
樹
木
が
刈
払
わ
れ
て
い
る
と

の
情
報
が
林
野
庁
屋
久
島
森
林

管
理
署
に
寄
せ
ら
れ

、
翌
一
五

日
森
林
管
理
署
の
森
林
保
護
員

が

現

地

を

確

認

す

る

と

と

も

に

、
一
七
日
に
は
林
野
庁
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

と

環
境
省
屋
久
島
自
然
保
護
官
事

務
所
の
合
同
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た

。

現
地
は

、
公
園
歩
道
は
な
い

た
め

、
一
般
に
立
ち
入
れ
な
い

な
い
区
域
で

、
遠
望
に
よ
り
登

山

者

か

ら

親

し

ま

れ

て

い

る

ト
ー

フ
岩
を
山
頂
に
据
え
た
高

盤
岳
周
辺
で

、
森
林
生
態
系
保

護
地
域
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に

、
国
立
公
園
特
別
保
護

地
区
及
び
水
源
か
ん
養
保
安
林

等
に
指
定
さ
れ

、
樹
木
等
の
適

切
な
保
護
管
理
に
努
め
て
い
る

地
域
で
す

。

今
回

、
ス
ギ

、
ア
セ
ビ

、
ミ

ヤ
マ
ビ
ャ
ク
シ
ン
等

、
直
径
一

～

四
㎝
程
度
の
枝
が
鋸
の
よ
う

な

も

の

で

伐

ら

れ

て

い

ま

し

た

。
こ
の
被
害
に
対
し
て
は

、

森
林
法
等
違
反
の
疑
い
が
あ
る

の
で

、
特
別
司
法
警
察
職
員
を

有
す
る
屋
久
島
森
林
管
理
署
及

現地に設置した
再発防止用看板

・愛子岳斜面（標高400ｍ地点）

草本層では、高木・亜高木性の樹種では、ｲﾇｶﾞｼ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞ
ﾆｯｹｲ･ｱﾃﾞｸ･ｼｷﾐ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多い。低木性樹種では、ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲ･
ｱﾘﾄﾞｵｼ･ｲｽﾞｾﾝﾘｮｳ等も多い。草本ではﾖｺﾞﾚｲﾀﾁｼﾀﾞ･ﾀｶｻｺﾞｷｼﾞﾉｵ･ﾐ
ﾔﾏﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ･ﾍﾞﾆｼﾀﾞ等が多い。

（屋久島高校生登山時）
宮之浦岳パトロール状況

リョウブ
(りょうぶ科)

点
以
外
に
も
人
員
を
配
置
し

、

注
意
喚
起
や
環
境
保
全
へ
の
配

慮
等
を
呼
び
か
け
て
い
た
と
こ

ろ
で
す

。
そ
の
中
で

、
特
に
多

数
の
登
山
者
が
予
想
さ
れ
た
七

月
二
〇
～

二
二
日
ま
で
の
期
間

は
早
朝
よ
り
主
要
な
登
山
口
や

登
山
ル
ー

ト
で
の
注
意
の
呼
び

掛
け
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
す

。

こ
れ
か
ら
も
本
格
的
に
夏
休

み
を
利
用
し
た
登
山
者
も
多
く

な
る
こ
と
か
ら
職
員
や
グ
リ
ー

ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ

ッ
フ
に

よ
る
森
林
パ
ト
ロ
ー

ル
を
計
画

的
に
実
行
し
な
が
ら
気
候
の
変

化
が
激
し
い
山
岳
部
で
の
安
全

対
策
に
取
り
組
み
ま
す

。

縄文杉日食（AM10:59)

全
国
に
分
布
す
る
落
葉
小
高

木

。
屋
久
島
で
は
標
高
五
〇
〇

m
以
上
の
林
道
や
登
山
道
脇
に

見
ら
れ
る

。
葉
は
輪
生
状
で

、

葉
柄
が
赤
己
を
帯
び
る

。
夏
に

白
色
の
小
花
が
集
ま
り
総
状
花

序
を
上
向
き
に
つ
け
る

。
多
く

の
蝶
が
吸
蜜
し
て
い
る
の
が
見

ら
れ
る

。

花
期
は
七
～

八
月

森

林

パ

ト

ロ

ー

ル

＆

皆

既

日

食

の

状

況

山
岳
部
に
お
け
る

「
登
山
者
へ
注
意
の
呼
び
か
け

」

平成21年8月5日
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愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

屋久島生態系モニタリング

亜高木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが最も多く出現し、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｻｶｷ･ﾔﾌﾞ
ﾂﾊﾞｷ･ﾋｻｶｷ･ﾊｲﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲなどの個体数が多い。他には､ｱﾃﾞｸ･ｶ
ｸﾚﾐﾉ･ｼｷﾐ･ﾀﾌﾞﾉｷ等が生育し、個体数は少ないが、ｻｻﾞﾝｶ･ﾂｹﾞﾓﾁ･
ﾓｯｺｸも出現する。植被率も６０％と比較的高い。

低木層では、ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｻｶｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾔﾌﾞﾂ
ﾊﾞｷが多い。他には、ｲｽﾉｷ･ｼｷﾐが生育し、個体数は少ないが、ｶｸﾚ
ﾐﾉ･ﾋｻｶｷ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲなどが出現する。植被率は、低い。

プロットは、登山道に接する地点に基点を設け、基点からＳ６０°
Ｗ方向にセンターラインを設定した。平均傾斜角は、３２°である。
この場所は、林齢１５４年生の天然林であるが、４０～５０年前まで
は、薪炭利用されていた２次林である。
プロットの階層別植生は、高木層では優占種はｲｽﾉｷ･であるがｽ
ﾀﾞｼﾞｲも多い。林冠上層を構成する樹種としては、ｱｶｶﾞｼ･ﾀﾌﾞﾉｷ･ﾏﾃ
ﾊﾞｼｲ･ﾂｹﾞﾓﾁ･が見られ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･
ｻｶｷ･ﾐﾐｽﾞﾊﾞｲ･ｼｷﾐ･ｼﾛﾀﾞﾓ･ﾊｲﾉｷ･ｱﾃﾞｸ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ等が続く。高木層
に出現する他の樹種として、ｼﾛﾀﾞﾓ･ｲﾇｶﾞｼ･ｸﾛﾊﾞｲ等が見られる。

び
屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー

に
お
い
て
引
き
続
き
調
査

を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

屋
久
島
の
山
岳
部
は

、
世
界

的
に
も
自
然
豊
か
な
生
態
系
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

、
年
間
を

通
じ
て
多
く
の
方
々
が
来
島
し

美
し
い
屋
久
島
を
堪
能
さ
れ
て

い
ま
す
が

、
今
回
の
よ
う
な
行

為
は
屋
久
島
の
自
然
環
境
の
保

全
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
非

常
に
残
念
な
こ
と
で
す

。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な

い
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り

な

が

ら

美

し

い

屋

久

島

を

守

っ
て
い
く
た
め

、
再
発
防
止

に
向
け
た
マ
ナ
ー

向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。
ま
た

、
こ
の
よ
う
な
行
為

を
目
撃
し
た
場
合
に
は

、
屋
久

島
森
林
管
理
署

、
屋
久
島
森
林

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

又
は
屋
久

高盤岳（トーフ岩）
の遠望

(宮之浦岳歩道より)

切断された樹木
（ミヤマビャクシン）

島
自
然
保

護
官
事
務

所
ま
で
お

知
ら
せ
く

だ
さ
い

。



１．荒川地区（ヤクスギランド）

18年度 19年度 20年度

４月 13,844 14,661 10,337

５月 11,318 10,670 12,080

６月 7,042 7,693 8,146

７月 8,119 8,294 10,881

８月 9,560 10,457 10,820

９月 7,400 9,316 8,918

10月 10,939 10,026 11,714

11月 10,817 10,224 10,275

12月 4,572 4,842 5,671

１月 3,681 3,152 2,097

２月 6,093 5,659 5,199

３月 6,801 10,520 8,574

合計 100,186 105,514 104,712

２．白谷地区（白谷雲水峡）

18年度 19年度 20年度

４月 10,759 12,520 11,035

５月 12,616 11,907 13,660

６月 5,441 5,615 8,058

７月 10,723 8,715 13,679

８月 14,610 15,778 18,629

９月 9,836 12,365 13,372

10月 9,596 10,745 12,504

11月 8,534 9,251 10,190

12月 4,342 4,487 4,780

１月 2,868 3,677 1,251

２月 4,209 5,010 0

３月 5,513 12,619 10,618

合計 99,047 112,689 117,776

３．年度別入場者数（累計入場者数）

9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 ２０年度

68,107 85,468 72,920 77,378 91,326 104,524 116,020 103,745 94,396 100,186 105,514 104,712

11,734 4,605 32,174 40,893 56,318 64,183 75,124 77,900 82,745 99,047 112,689 117,776

9年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 ２０年度

320,215 405,683 478,603 555,981 647,307 751,831 867,851 971,596 1,065,992 1,166,178 1,271,692 1,376,404

23,474 28,079 60,253 101,146 157,464 221,647 296,771 374,671 457,416 556,463 669,152 786,928

※１ 白谷雲水峡については、平成8年10月～9年3月の間閑散期のため委託せず、調査なし。
また、平成9年10月～10年12月・平成21年2月の間県道通行止めのため調査できず。

『洋上アルプス№１７３号裏面』屋久島森林環境保全センター

屋久島自然休養林の入場者数の推移

年度別入場者数

ヤクスギランド

白谷雲水峡

累計入場者数
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